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 １月９日（水）にビジネス科３年生を対象とした「就職準備

セミナー」が行われました。講師として一般社団法人パフォー

マンス教育協会より中川真弓氏をお迎えし、「社会人として身

につけておくべきこと」と題した講義を行っていただきました。

受講した生徒は「学生と社会人との違い」や「入社までにして

おくべきこと」などへの認識を深め、数か月後に迫った新たな

ステージに向けて、思いを新たにしました。 

３年生 勝負のセンター試験 
 １月１９・２０日に本校普通科３年生８８人が美作大学で大学入試センター試験を受験しました。ま

た前日には激励会が行われ、校長を始めとした多くの教員から、大事な試験本番を翌日に控えた生徒た

ちに励ましの言葉が送られました。センター当日、生徒たちは緊張した表情を浮かべながらも、それぞ

れが持っている力を発揮しようと全力で２日間の試験に挑みました。現在国公立２次や私大入試に向け

て日夜努力しているみなさん、見事難関を突破して合格を勝ちとることを祈っています！   

社会人としての心構え学ぶ 
ビ ジ ネ ス 科 ３ 年 生 
就 職 準 備 セ ミ ナ ー 

こ ど も 園 児 と
ティーボールで
楽 し く 交 流 

 
 

 １月７日（月）に勝山スポーツセンター体育館で本校硬式野球部（２５名）と勝山認定こども園児

（３５名）でティーボールをしました。高校生と園児がペアになってキャッチボールをしたり、バッ

ティングをしたりしました。野球部員は「子どもに野球を好きになってもらい、将来は勝山高校で野

球をしてほしい」と、園児が取り組みやすいようプログラムを考え、当日は積極的に「ナイスバッ

ティング」と声を掛けたり、ハイタッチをしたりして子どもたちと楽しい時間を過ごしました。 



２月の行事予定 

  ２１日（木）午前中授業 

  ２２日（金）・２５（月）～２８日（木）  

         学年末考査 

  ２８日（木）卒業式予行 ３年生を送る会 

３月 １日（金） 卒業式 

※表記 （普）：普通科のみ （ビ）：ビジネス科のみ 
      ①：１年生 ②：２年生 ③：３年生  

 ７日（水） 事業所見学（ビ）①② 

 ９日（土）・１０日（日）進研マーク② 

１２日（火） 午前中授業（２限まで） 

１３日（水）～１５日（金）家庭学習日（登校禁止） 

１８日（月）３年生登校日 

 １月２３日（水）に普通科１・２年生が勝山文化セン

ター・ポンテホールで、「夢現プロジェクト」の研究発表

会を行いました。各学年での選考を経た代表１２組（１年

生４組 ２年生８組）がプレゼンテーションしました。

（以下に発表順掲載）勝山高校では総合的な学習の時間を

「夢現プロジェクト」と名付け、生徒が自身の興味関心な

どに基づき、自ら課題を設定し、その課題の解決を目指し

た調査・研究を行っています。 

順 テーマ 氏名 

１ 真庭市に影響を与えた人物とは 山形悠真 今石大河 

２ 植物が成長するのに言葉は影響するのか 古林茅夏 柴田佳歩 

３ 少年ジャンプとメディアの関わり 髙谷芽生 

４ 水素自動車は次世代自動車にふさわしいのか 鈴村颯希 難波幸永 松永啓靖 

５ 日本人の美徳が私たちに与える影響 福富桃花 

６ あべこべクリームの開発 中村 颯 矢谷悠真 

７ 日本の子どもたちは何のために勉強をすべきか 法華はな 槙野琴子 松本伊世 

８ カメムシの嫌う臭いについて カメムシの臭いを身近なもので消す 中村 光 片山寛人 

９ （優秀賞）だんじり祭りと地域コミュニティーの持続可能性について 木田成美 石原果朋 駒木日向 

１０ （最優秀賞）パーキングパーミット制度の認知度向上のために 山下優菜 

１１ 「不思議の国のアリス」の原作とディズニー版の比較から考えるディズニーの思い 鈴木彩華 

１２ （優秀賞）バイオディーゼル燃料を流通させるには 石井佑弥 綱島颯斗 

「夢現プロジェクト」発表会

～自ら問いを立て、自ら解決する～ 

身の回りの問題について検証したものから、環

境問題の解決に向けた循環型社会の実現につい

ての発表まで幅広く、どの研究も大変興味深い

内容でした。岡山大学大学院教育学研究科准教

授の宮本先生から、「どの発表も課題の設定の

仕方に工夫がみられ例年以上に良い発表だった。

今後も継続して研究を続け、さらに発展させて

いって欲しい」との御講評をいただきました。 


